
原 価 計 算 制 度 と 特 殊 原 価 計 算 は 次 の よ う な 相 違 が あ る 。

ま ず ① 目 的 の 面 で は 、 前 者 が 財 務 諸 表 作 成 を 中 心 に 複 数

の 目 的 達 成 の た め に 行 わ れ る の に 対 し て 、 後 者 は 意 思 決

定 に 役 立 つ 原 価 情 報 の 提 供 が 目 的 で あ る 点 が 異 な る 。 ま

た ② 財 務 会 計 機 構 と の 関 係 の 面 で は 、 前 者 が 財 務 会 計 機

構 と 結 合 し た 計 算 で あ る の に 対 し 、 後 者 は 財 務 会 計 機 構

外 で 行 わ れ る 点 が 異 な る 。 次 に ③ 実 施 時 期 の 面 で は 、 前

者 が 常 時 継 続 的 に 実 施 さ れ る の に 対 し 、 後 者 は 随 時 対 応

的 に 行 わ れ る 点 が 異 な る 。 最 後 に ④ 主 に 用 い ら れ る 原 価

概 念 の 面 で は 、 前 者 は 過 去 原 価 、 支 出 原 価 が 中 心 で あ る

の に 対 し 、 後 者 で は 未 来 原 価 、 機 会 原 価 が 中 心 と な る 点

が 異 な る 。

建 設 業 原 価 計 算 の 特 徴 と し て 、 通 常 の 原 価 計 算 で は 原 価

を 材 料 費 ・ 労 務 費 ・ 経 費 の ３ つ に 区 分 す る の に 対 し 、 建

設 業 原 価 計 算 で は 原 価 を 伝 統 的 に 材 料 費 ・ 労 務 費 ・ 外 注

費 ・ 経 費 の ４ つ に 分 類 す る 点 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ は 、 建

設 業 が 多 種 多 様 な 専 門 工 事 あ る い は 作 業 を 必 要 と し 、 そ

れ ら が 単 品 生 産 物 の た め に 実 施 さ れ る こ と か ら 、 多 く の

外 注 業 者 を 必 要 と し 、 他 の 製 造 業 よ り も 外 注 依 存 度 が 高

い こ と に 起 因 す る も の で あ る 。
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